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音声認識ソフトを用いたノートテイク代替支援

目的　ICT による情報保障の質の向上、テイカーの負担軽減を目的として音声認識の導入
課題点　実際の講義では、事前準備時には認識できたが講義中の認識はうまくいかなかった。

考察：精度向上の要因

話し方

環境 機材

滑舌、声量、発話速度

周囲の雑音 PC・マイクの性能

現状の課題・展望

できるだけ静かな
環境で認識を行う

スペックの高い PC、
雑音除去機能付きのマイクを使う

誰でも聞き取りやすいと
感じる話し方にする

２種類のマイクを用意し、４０ｄｂ～８０ｄｂの雑音の中で同一の文章を計６回読み上げた。マイクは雑音除去機能の
あるものとないものを用意し、マイクによる認識精度の差と雑音による音声認識への影響を調べた。

１　句読点と改行が入力されない
２　誤認識や誤変換が多い
３　教員が授業前に音声認識の
　　設定を行う必要がある

音声認識と同時進行で支援学生が文章の訂正を行う

教員への協力依頼やテイクへの理解を促す活動を
支援学生が行う
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雑音除去機能なしのマイクを使用して講義で音声認識を行ったときの結果。数字や記号が頻出し、文章の脈絡がない。

４０ｄｂ
誤字数
正確度

雑音除去あり　雑音除去なし
　　　８８

９４．３７％
１０５

９３．２８％

６５ｄｂ
誤字数
正確度

雑音除去あり　雑音除去なし
１２５

９２．００％
１３８

９１．１７％

８０ｄｂ
誤字数
正確度

雑音除去あり　雑音除去なし
２４７

８４．２０％
４５１

７１．１５％

表１　雑音のある状況下でのマイクの
　　　違いによる認識精度への影響

連絡先    札幌学院大学社会情報学部　皆川雅章　（e-mail : minagawa@sgu.ac.jp)

-   認識精度向上に向けた取り組み   -　

⇒　教室内の環境に原因があると仮定して実験を行った。

⇒どのような環境でも雑音除去機能のあるマイクは比較的高い認識精度を維持できることがわかった。

実験


